
    　

    　

    現げん代だい語ご訳やく 我身わがみにたどる姫ひめ君ぎみ （第二巻）

    　

    水みず谷たに 悠ゆう歩ほ 訳
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            第一章

            　

            　

            　姫君は夢路ゆめじに惑うような心地で月日を過ごしていた。

            　今の状況がどのような事情に基づいているのかと知る術すべもなく、身の置き所がないことに言いようのない不安に駆られていた。しかし、「ここはどこなのか、あなたは誰なのか」と尋ねるのも見苦しく、小賢こざかしく思われるのでできない。ただ、いつも尼君あまぎみと親しく話をしていた人に、「ご心配には及びません」と言われるままに誘い出され、かしずかれて暮らしていたが、その人もいつも付き添っているわけではなく、今いる屋敷がどこにあるのかと教えてくれる人も身近にいなかったため、急に別の国に生まれ変わったような気分だった。

            　

            　しばらくすると、これまで見たことのない立派な身なりの男が忍んでやって来て、引き取られることになった。姫君は言いようもないほど気後れしたが、どうしたわけか、ずっと会いたいと思っていた父親ではないかと思い当たり、頼もしく思いながら屋敷を移った。

            　男は姫君を一目見ただけで涙に暮れて取り乱したものの、すぐに手際よく服喪ふくもの準備を指示し始めたため、「いったいどのような不幸が起きたというのか」と悲しい気分で当惑した。やがて女房たちの隠しきれない噂うわさを耳にして次第に自分の素性を察し、もう二度と母親に会うことができない悲しみに打ちひしがれた。

            　

            　関白は秘密裏に行動したため、いつ、どのようにして姫君を引き取ったのかを把握している者はいなかった。宮の宣旨せんじの里に玉のように美しく装った部屋を用意して何度も訪れ、ただでさえ美しい姫君をいっそう慈しみ、大切に世話をした。折しも皇后宮こうごうのみやの喪中だったので怪しまれそうなものだったが、真相を知っている者はいなかったことから、世の人々は「関白殿が密かに慕っていた女が死去し、遺児を引き取ったのだろう」と噂うわさし合った。

            　

            　関白は、人の往来もそれほど多くはない西八条にしはちじょうの別邸にしかるべき僧たちを呼び、内密に皇后宮の法要ほうようを営むことでささやかな心の慰めとした。もとより望むべくもない逢瀬おうせであったので、いまさら何かが変わるわけではなかったが、今生こんじょうの別れを改めて実感し、在りし日々を思い出しながら血の涙を流した。


            

        
        
            第二章

            　

            　

            　月日は儚はかなく過ぎ、法事などで慌ただしかった日々も次第に落ち着いていったが、皇后宮こうごうのみやの御子みこたちは喪失感に茫然ぼうぜんとしていたため、関白は姫君を自分の屋敷に引き取ることにした。

            　北の方以外に女がいるとは思いも寄らなかった権中納言ごんちゅうなごんは、にわかに思い乱れ始めた関白の様子に合点がいかず、「どういった事情なのだろうか」と不審に思った。しかし、これほどの思いを長年知らなかったのも恥ずかしく、事情を尋ねる人には「父には昔から他に女がいたようだ」と答えた。

            　

            　関白は、北の方が産んだ女君が気の毒に思えるほどに姫君を溺愛した。このことを耳にした中宮ちゅうぐうは、「いったいどこからやって来た天女なのだろう」と驚き、不思議に思った。皇后宮亡き今、中宮は嫉妬することもなくなり、二人は申し分のない兄妹の仲になっていた。以前から「一刻も早く女君を東宮とうぐうと結婚させるように」と催促していた中宮は、「女君と姫君を一緒に東宮参りさせたらどうだろうか」と思い立ったが、関白はこの案に気乗りしなかった。

            「もし、二人を同時に入内じゅだいさせたら、妹が肩入れしている北の方の娘がこの上なく寵愛ちょうあいされるに違いない」

            　悩んだ末に、「ただ順番通りに」と女君のみを入内させることにした。

            　

            　権中納言はいつまでもぼんやりしたままではいられないので、姫君がいる対屋たいのやに顔を出してみたところ、奇妙にも見覚えのある若い女を見掛けた。誰だったかと記憶を手繰たぐり、音羽山おとわやまで会ったことのある女だと思い出したが、どういうことなのか状況がまったく理解できない。あれこれと悩んだ末に、しかるべき機会を作って声を掛けた。

            「奇くしくも、思い掛けない場所であなたの声を耳にした気がします。隠し立てするとはひどいではありませんか。結局、このように分かってしまうことだったのです」

            　呼び止められた侍従じじゅうの君は驚いたものの、とっさに尼君あまぎみと権中納言のやり取りを思い返しながら答えた。

            「そうでしたでしょうか。確かにお会いしたことがあるような気もします。音羽おとわという所にいた故権中納言の姫君は、このお屋敷にいる宰相さいしょうの君とご姉妹ですので、わたしもその縁でしばしば音羽に通っていました。――この春のことでしたでしょうか。二宮にのみや様が音羽にやって来て姫君を強引に誘い出そうとしたため、姫君はひどく思い悩んだ末に姿を消し、今もなお音信不通のままだと聞いています」

            　言い繕った話に権中納言は何の疑念を抱くこともなく、ただ再び途方に暮れる思いでむなしく空を見上げた。

            　

            いかにせむ里の標しるべに言問こととへどなほ行方ゆくへなき空の煙けぶりを

            （いったいどうしたらいいのだろう。音羽の里に縁のある人に尋ねてみたものの、空に立ち上った煙のように行方を絶った姫君の所在がいまだにつかめないままだ）

            　

            　姫君の出自を隠すために賤いやしい身分だと思われるのは本末転倒だと考えた関白は、かつて人目を忍んで通っていたある女から生まれた子どもということにした。故兵部卿ひょうぶきょうの娘で、親族が一人もいない上にいつ死去したかも知られていなかったことから、面と向かって異を唱える者はいなかった。

            　関白が急に姫君を引き取って世話をし始めたのを、北の方は奇妙に思っていた。しかし、それほど高貴な身分ではないのにもかかわらず、類たぐい稀まれな人柄で寵愛ちょうあいを受けた女だったため、万事につけて関白と同じ心で姫君の世話を指示した。

            　

            　月日が流れても、帝は皇后宮と慣れ親しんだ名残を、関白は離ればなれのまま死別してしまったことを思い続けていた。紛らわすことのできない悲しさが募るばかりで誰もが茫然ぼうぜんとしている中、帝は東宮の服喪ふくもが終わり次第、譲位するつもりでいた。


        
        
            第三章

            　

            　

            　権中納言ごんちゅうなごんは、かつて春の夕べに思い掛けず垣間見かいまみした音羽山おとわやまの女にすっかり心を奪われ、明け暮れ物思いに沈んでいた。しかしそうは言っても、対屋たいのやにやって来た異母いぼ妹まいがどのような容姿なのか気にならないわけがなく、しかるべき機会はないものかと思い続けていた。

            　

            　十一月の雪がひどく積もった朝、関白が対屋たいのやに渡る際に権中納言も同行した。

            　関白はいつものように溢あふれる涙をこらえかね、心の慰めとして明けても暮れても目を離すことなく姫君を見守った。黒い喪服に零こぼれ掛かった髪をはじめ、一面に輝く朝日と調和して照り映はえる空の下、雪よりも白い肌の色がいつも以上に類たぐいなく見えたが、褒めそやす人もいないのを口惜しく思いながら声を掛けた。

            「あまりにも籠こもりきりですね。その几帳きちょうは押しのけた方がいいのではありませんか」

            　人からはっきりと言われてはいないものの、どうやら関白が自分の父親らしいと察していた姫君は、ますます恥ずかしく、ひどく落ち着かなかった。かつてのように、嘆かわしいほど軽々しく扱われることはないはずだと今は人心地がつき、このように父親と話をするのも夢のような気がしたが、直接面と向かうのは非常にきまりが悪く、顔を少し赤らめた様子はいつにも増して美しく、何にも例えようがなかった。

            　恥ずかしがる姫君の姿を一目見た権中納言は、思い掛けなく心が騒いだ。髪の掛かり具合や袖の重なる様などが、不思議にも音羽山の姫君にそっくりであることに気づいたものの、音羽山では柱に隠れてよく見えなかった上に、侍従じじゅうの君から筋の通った話を聞いていたため、同一人物だとは思い至らなかった。

            　以前から「命に替えてでも」と思い焦がれていた女三宮おんなさんのみやの容姿に酷似しているが、姫君のひたすら美しく愛らしいところはこの上ない。すっかり心を奪われた権中納言は、じっと見つめながら心中でどうしようもなく取り乱した。

            「このようなときに、古いにしえの人も言ってはいけないことを口にして過ちを犯したものだ」

            　あれほど恋い慕っていた女三宮への思いを忘れてしまいそうな姫君の美貌に、我ながらあきれたことだと権中納言は思った。

            　

            　対屋たいのやの姫君を目まの当たりにした権中納言は、あの音羽山の姫君のことばかりが思い出されて、人の少ない折に侍従の君と親密に語り合った。

            「やはり、あの人の行方が判明したら必ずお知らせください。もう一度、どうしてもお伝えしたいことがあるのです」

            　涙ぐみながら訴え掛けてくる権中納言に、侍従の君は「困ったことになった」と思いながらも、素知らぬ風を装って微笑しながら答えた。

            「わたしにはもとより知るべき頼りがありません。二宮にのみや様が足を運んでいた頃、わたしも手持ち無沙汰でしばしば音羽山を訪れ、姫君の琴ことの音などに聞き入りながらしばらく滞在していましたが、あの尼君あまぎみでさえ姫君の行方をいまだに把握できず、恋い慕って泣いている有様ですので、ましてわたしには分かるはずがありません」

            　権中納言は宰相さいしょうの君にも熱心に話し掛けた。しかし、元からひどく内気な性格のために近寄ることもできず、姫君の行方に繋つながる筋が少しも見えなかったので、それ以上は付き纏まとわなかった。ただ、話しやすい侍従の君とばかり語り合っていたことから、関白家の人々は「見慣れない若い女房を寵愛ちょうあいするとは珍しいことだ」と思っていた。


        
        
            第四章

            　

            　

            　姫君の乳母である弁べんの君は、皇后宮こうごうのみや崩御の知らせを聞くと狼狽ろうばいし、すべてを投げ出して上洛じょうらくしたが、音羽山おとわやまには娘だけでなく姫君もいなかった。途方に暮れて宮の宣旨せんじのもとに足を運んだところ、皇后宮が姫君を案じていた様子をはじめ、一部始終を詳しく聞くことができた。二人は涙を流し、鼻をかみながら夜すがら語り合った。

            　別れ際、宮の宣旨は弁の君に固く口止めをした。

            「侍従じじゅうの君や宰相さいしょうの君には、わたしが事情を知っている者だとは絶対に教えないでください。姫君がこの屋敷にいたときも何となくごまかして過ごしてきました。皇后宮が命を賭して隠し通したことなので、亡くなられた今も決して悟られぬようにお願いします」

            　その後、弁の君は当て推量で侍従の君の局つぼねを訪ね当てた。一目見るや否や、互いに嬉しさのあまり泣き出した。姫君の現状を聞いた弁の君は、「やはり本来こうあるべきだったのだ」とこの上なく嬉しく思った。

            　

            　外聞が悪いほどに取り乱していた関白は、都に戻って来た弁の君をまるで天から降りてきた天女のように思った。人のいない場所に呼ぶと、生前の皇后宮の様子や口にしていた何気ない言葉まで聞き出し、今にも声を上げかねないほどに涙を流した。

            　かつて、些細ささいな言葉にもまるで反応しなかった皇后宮の心をこの上なくつれなく思っていたが、実は自分の思いが伝わっていたことを知った関白は過ぎ去った昔を振り返り、「どうして行動に移さなかったのか」と人が怪しむほどに悔やんだ。


        
        
            第五章

            　

            　

            　帝は退位の準備を進めていたが、二宮にのみやは好色に関する悪評ばかり立っていた上に、本人も元から帝位に就くことにまるで興味がなかったため、次の東宮とうぐうにしようと考える者は一人もいなかった。ただ、音羽山おとわやまの姫君が行方不明のままであることのみを嘆き、それ以外には何の関心も抱かない二宮は、「ひょっとしたら見つかるかもしれない」と、あらゆる場所を垣間見かいまみしながらさまよい歩いていた。

            　

            　年の暮れ、二宮は雪や霰あられが激しく降る荒々しい風の音にいざなわれるように音羽山に向かった。「無駄だとは分かっているが、せめて跡だけでも」といつものように山に踏み分け入ると、以前にも増して屋敷は閑散とし、打ち捨てられた樒しきみの葉の中で尼君あまぎみが悄然しょうぜんとしゃがみこんでいた。

            　甲斐かいのないことに心を乱し、かつて姫君のいた場所でひたすらしのんでいる二宮の姿に、尼君は「これはあってはならないことだ」と困り果てた。

            　

            雪氷こほり閉とづる山路やまぢを踏み分けていく夜むなしき床とこに寝ねぬらむ

            （雪や氷に閉ざされた山路を踏み分けてやって来て、こうしてむなしく床で寝たのは何度目だろうか）

            　

            ひと目見し人の名残なごりに寄よそふれば涙に朽くつる床とこの狭蓆さむしろ

            （一目見たあの人の名残にことよせ続け、この敷物も涙で朽ち果ててしまいそうだ）

            　

            　いつまでも姫君のことが忘れられず、まるで一緒に一夜を明かしたような顔で帰っていく道中は、さぞかし不本意だったに違いない。

            　尼君は嘘うそをついた罪が恐ろしく、ありのままを打ち明けてしまいたいと悩んでいた。

            「姫君の秘密を話しても問題になるような方ではない。しかし、皇后宮こうごうのみやの存命中に相談しなかったのに、これまで隠してきた両親の名をどうしていまさら明かせようか」

            　そう思い直したのは見事な心延ばえだった。


        
        
            第六章

            　

            　

            　ひどく荒れた夜の様子に、権中納言ごんちゅうなごんは独り寝の床とこが耐え難く、人恋しさにさいなまれて、どうにもならない気持ちを慰めようと兵部卿宮ひょうぶきょうのみやの屋敷に足を運んだ。だが、あいにく兵部卿宮は夕方に参内さんだいしたために不在で、ほとんど人もいなかった。しかも、権中納言は冠も着けていないみすぼらしい姿なので、後を追って内裏だいりに行くわけにもいかない。

            　ふと気がつくと三条宮さんじょうのみやの前に来ていた。ここは皇后宮こうごうのみやが生前に住んでいた場所で、東宮とうぐうが御所に移った今は訪れる者も稀まれで心細げだった。このような風の騒がしい日なら見つからないだろうと、そっと入って中を覗のぞいてみると、どうやら二宮にのみやも留守らしく、閑散としていた。

            　寝殿しんでんの方に歩いて行くと、故皇后宮のために護摩ごまを焚たいていた僧都そうずが寒さにうち震えながら出て行った。その際に戸を閉めなかったので、権中納言はすぐさま入れ違いに中に入った。

            　とある障子から若い女房たちが寝ている気配がし、破れた穴から中の様子がよく見えた。几帳きちょうが多く立て重ねてあったが、帳台ちょうだいの前で物に寄り掛かって伏している女三宮おんなさんのみやの姿がはっきりと目に入った。

            「胸が苦しくて切ない。どうしたらいいだろうか」

            　障子を引いてみたが、厳重に鍵が掛かっていて開かない。とりとめもなく衣の裾すそだけを慰めに見て立ち明かすことも考えたものの、人に見咎みとがめられると体裁が悪い。

            　権中納言は日頃から親しくしている中納言の君の局つぼねに寄って戸を叩いた。だが、あいにく女三宮の御前ごぜんで休んでいたために不在で、別の女房が無愛想な声で「誰ですか」と尋ねた。

            　権中納言は気落ちしながら答えた。

            「大切な話がある者がやって来たとお伝えください」

            　その女房は、雪が白く積もった簀子すのこに踏み入って行くのも寒くて面倒だと思ったが、仕方なく起き上がり、中納言の君を叩たたき起こして連れてきた。

            「このような思い掛けない時分に、どういった理由でやって来たのかと人々が不審に思います」

            　乗り気ではない中納言の君に、権中納言は言葉を返した。

            「さあ、どうでしょうか。月日が過ぎるにつれ、この世で生き永らえることができそうにないと思うようになりましたので、たとえ女三宮に『今宵こよいに死になさい』と命じられても従う覚悟でいます」

            「無茶を言わないでください。どうして宮様にそのようなことをお伝えできましょう。そもそも、それほどまで思い詰めるようなことですか。関白様から今上いまのうえに申し上げれば、いかにもたやすいことではありませんか」

            「随分と嫌な言い方をしますね。何とも恐ろしい考えです。父からそのようなことを奏上そうじょうできるはずがありません。ああ、こうして見捨てられたままでいるのがつらくてなりません。今宵こよいもむなしいまま、わたしを帰らせるおつもりですか」

            　そう言いながら権中納言が局つぼねに入ると、中納言の君はたしなめた。

            「何と見苦しい。もし、人にこのことが知られたら、どのように噂うわさされるとお思いですか」

            「それほどまで悪いことなのでしょうか。このような折にも、ひどくつれなくあしらわれ、思いを遂げることができぬまま終わってしまうのかと思うと、我が身が情けなくてなりません。どうやら女三宮は男女の情を解さぬ方のようですので、わたしから進んで打ち破りたいと思っているのです」

            「まったく道理に合わない話です。どのように宮様に申し上げたものでしょうか」

            　そう言いながら中納言の君は身体を寄せたが、権中納言は相手にしなかった。

            「ただ、夢だけでも見せて欲しいと言っているのです。あなたが『主上しゅじょうに奏そうすべきだ』と言うように、それほど見苦しい話ではないのでしょう。それなのに、どうして難しいことなのですか。今宵こよいこそは何とかしてください」

            　身体を揺さ振りながら訴えると、中納言の君は「ですから、難しいとは言っておりません」とつぶやいて歌を詠んだ。

            　

            わりなしやある数にだにあらぬ身の心に人を任すべきかは

            （何とも耐え難いことです。ものの数にも入らないこのわたしに、逢瀬おうせの仲介をせよとおっしゃるのですか）

            　

            　権中納言が歌を返した。

            　

            命をも任せむ人はあはれとも君より他に誰か知るべき

            （命を任せようと思う人への思いを、あなたの他に誰が知っていましょうか）

            　

            　詠み終わると、権中納言は中納言の君を抱き寄せて添い臥ふした。

            　中納言の君は外の積もった雪をぼんやりと眺めながら心が抑えきれず、取り乱したまま夜を嘆き明かした。だが、権中納言は状況に流されまいと慎重に身を処したため、中納言の君はひどく物足りなかった。

            　

            降り立ちて分わけも見ねども今はとて帰かへるは惜しき雪のうちかな

            （降り立ち、分け入って見たわけではありませんが、これまでと帰るには名残惜しい雪の景色です）

            　

            　興醒きょうざめな権中納言は、夜が明けた道中で人に見られることを気にして急いで帰ろうとするので、中納言の君としては面白くなかった。

            　

            心のみ空に浮きたる雪催ゆきもよは帰る名残なごりを惜しみしもせじ

            （あなたの心はまったく上の空で、この曇った雪空の下を帰る名残を惜しむこともないのでしょうね）

            　

            　互いにつれないまま権中納言が出て行くのを、中納言の君は恨めしく思った。


        
        
            第七章

            　

            　

            　権中納言ごんちゅうなごんは屋敷に戻ったものの、まったく眠ることができなかった。情けない心中を慰める術すべもないため、いつものように対屋たいのやの姫君のところに立ち寄って侍従じじゅうの君を誘い出し、渡殿わたどのの戸口でまた甲斐かいのない物思いにふけった。夜明けの空の下、馬を急がせてあてどもなく帰ってきたので指貫さしぬきはひどく濡ぬれ、裾すそまで凍るように冷たく、紐ひもなどをほどきながら行方不明の姫君に関する思い出話をした。

            「このような見苦しい格好に、どのように申し上げたものか」

            　侍従の君は困惑したが、何ともしようがない。

            　これまで権中納言は女性との親密な関係を頑かたくなに避け続けていたが、まったく無駄足になった氷雪せっぴょうの中を、中納言の君の思いも慕って追い掛けてきたのだろうか、ただならぬ様子で侍従の君に乱れ掛かった。侍従の君は口達者だったものの、こうしたことには疎かったのでひどく当惑した。

            　権中納言は恥じらう侍従の君を憎からず思った。

            「これ以上、わたしに冷たくしないでください。浅からず思っていることはあなたもお分かりのはずです」

            　しかし、侍従の君は言いようのない恥ずかしさに顔を袖に引き入れて歌を詠んだ。

            　

            憂うかりける浅き契りを思ふとて跡なき道はいかが教へむ

            （この浅い契りのつらさを思うと、どうして姫君の行方を教えることができましょうか）

            　

            　言い紛らわす様に、相手も自分に気があるのだろうと権中納言は思った。

            　

            行き惑まどふ跡なき道の標しるべして契りは浅きものかとも見よ

            （姫君の行方を追い求めて迷い続けるわたしの案内をして、本当に契りが浅いのかを見極めてください）

            　

            　次第に明けゆく外の気配に、いつも見慣れた都鳥みやこどりなのに今朝に限ってはばつが悪く、権中納言はわざと他人行儀に振る舞ったが、まして侍従の君の心はひどく切なく、やるせなく思っていた。

            　

            　権中納言は自室でしばらく休んだ後に、中納言の君のもとへ急使を送った。

            　

            つれなきを思ひも懲こりぬ心から幾いくたび人の憂うさを見つらむ

            （あなたの薄情さに懲りないわたしは、何度苦しんだことでしょうか）

            　

            　中納言の君は、ひどく凍った水で書いたと思われる、墨継すみつぎも見事な手跡しゅせきを女三宮おんなさんのみやに見せたが、いつものように興味を示さなかった。昨夜に会ったときの様子などを、思いを込めて微笑ほほえみながら話したものの、やはりまったく反応がない。

            　中納言の君は嘆きながら、「今朝も同じご様子でした」と前置きして権中納言に歌を返した。

            　

            幾返いくかへり言ふも甲斐かひなき嘆きをば人もつれなき心とぞ見る

            （何度繰り返されても甲斐かいがないのをわたしは嘆いているのに、きっとあなたはわたしが薄情だからだと思っていることでしょう）

            　

            　雪がひどく積もっていたので、関白は気もそぞろに姫君のいる対屋たいのやに足を運び、贅ぜいを尽くした襖ふすま障子などの珍しい調度品を調えて何日も世話をした。だが、姫君はひどく慎み深い性格のため、はっきりと返事さえしないのを残念に思っていた。

            　

            　関白のもう一人の娘は尚侍ないしのかみだった。このように重い身分として大切に扱われていたが、関白がいつも親しく付き添っているのは対屋たいのやの姫君の方が勝っていた。もし、北の方が世間普通の人だったならば関白を恨んだかもしれないが、まったく気にすることもなかったので誠に都合がよかった。

            　

            　権中納言は音羽山おとわやまの姫君や女三宮の面影ばかりを思い返しながら苦しんでいた。顔を合わせるだけで慰められるのだろうか、いつも対屋たいのやに足を運び、何をするでもなくただそこにいる姫君の格別な愛らしさに目を奪われた。

            　

            寄よそへても見る目ばかりに慰なぐさまばかくてもよその恋こひは消けたまし

            （かこつけて見ているだけで慰められるのなら、こうしていれば恋心を消すことができるはずなのだが）


            


        
        
            第八章

            　

            　

            　年の改まりを告げるようなうららかな空だったが、帝は悲しみに胸が押しつぶされそうな思いでいた。宮中の決まりである元旦の節会せちえさえ億劫おっくうで南殿なでんにも顔を出さず、小朝拝こちょうはいなどにも参加しないで一人静かに物思いに沈んでいた。

            　中宮ちゅうぐうは女四宮おんなよんのみやの身の回りをとても華やかにし、仕えている女房たちまで何の心配もなさそうに感じよくした。

            　帝は墨染めの衣を身に纏まとって喪に服しているはずの女三宮おんなさんのみやがひどく恋しくなり、魔除よけの卯杖うづえに歌を添えて送った。

            　

            あまた歳とせ千代ちよを祝いはひし杖つゑ見ればいとど心の尽き果つるかな

            （幾度となくあの人の長寿を祝った杖を見るだけで、生きていく気力も尽き果ててしまいそうです）

            　

            　受け取った女三宮は、いっそう泣きはらして返歌を詠んだ。

            　

            あまた歳とせ祝いはひし千代ちよの甲斐かひなきは春さへあらぬ心地のみして

            （長年、長寿を祝っていただいた甲斐かいもなく母宮が死去してしまったため、いつもの春とは異なる心地がしています）

            　

            　とても美しい手跡しゅせきで書かれた歌に、帝は涙を零こぼしながら微笑ほほえんだ。

            　

            　喪中のため、東宮とうぐうと二宮にのみやも年明けすぐには参内さんだいしなかった。

            　兵部卿宮ひょうぶきょうのみやは普段よりもいっそう輝くような美しい姿で正月七日の節会せちえに出席した。きめ細やかな美しさや艶やかさでは東宮や二宮に劣るものの、早くも貫禄が備わってとても立派に見える。

            「この度の立太子りったいしまで見送るわけにはいくまい」

            　帝は複雑な思いで見つめながら、二宮が気の毒なことを心苦しく思った。

            　

            　二宮は幼少時よりひたすら優美で淑しとやかな人となりで、数々の晴れがましい政まつりごとも面倒だと思い、いまだに我が身から離れぬ音羽山おとわやまの姫君の面影のみをひたすら恋しく、悲しく思って嘆いていた。

            　

            音羽山おとはやま音にも聞かぬ恋ながら見し世の春はめぐり来きにけり

            （音羽山の女はどこにいるのだろう。噂うわさにも上がらぬまま、初めて出会った春がまた巡ってきてしまった）

            　

            「どうかあの女の行方をお知らせください」

            　神仏に願がんを立てて必死に祈る姿を、人々は愚かしく思っていた。


        
        
            第九章

            　

            　

            　中宮ちゅうぐうは短く儚はかない人の世を見るにつけて、女四宮おんなよんのみやがしっかりとした後見人を持たないまま不安定な立場になるのが心配だった。本来、皇女おうじょは帝や東宮とうぐうに嫁ぐのが好ましいとはいえ、奉たてまつるべき相手がいない。臣下に降嫁こうかさせるのは不本意だが、権中納言ごんちゅうなごん以外に頼りにできる者がいないため、自分が生きているうちに二人を結婚させようと思い定め、しばしば帝に進言した。

            　帝は以前から、三条宮さんじょうのみやに住むいとおしい女三宮おんなさんのみやを権中納言に降嫁させたいと思っていた。しかし、言い出す機会もなく過ごしているうちに皇后宮こうごうのみやが死去し、女三宮は見栄えのしない、やつれた墨染めの喪服姿になってしまった。帝は喪が明けたら退位して静かに暮らすつもりで、その際にさりげなく二人を結婚させようと心中で思っていた折の、中宮からの提案だった。

            「利口ぶってやめさせようとしても、恐らく中宮は従わないだろう。そうはいっても、女四宮の降嫁はまったく思いも寄らぬ話でもなく、女三宮の話をしたところで許可するとも思えない。――やむを得まい。自分が生きている限り、女三宮の世話をするだけだ」

            　思い至った帝は自分の考えを口にせぬまま、気掛かりな将来に涙で袖を濡ぬらした。

            「女四宮にはいつも中宮が付き添っていて、しかも関白たちが粗略に扱うはずのない身の上だから、権中納言に降嫁しなくても暮らしていくことができるのだが」

            　あまりふさわしくはないとは思うものの、余計なことを考えているようには見られたくないと用心する帝は、女四宮と権中納言の結婚を喜ばしい話だとして承諾した。

            　中宮は「とにかく春のうちに」と華々しく準備を推し進め、関白もこの縁談を喜んだ。

            「これまで独り身だった息子には、実に理想的な相手と言える」

            　だが、話を耳にした権中納言本人は、心配の種が増えた思いがしてひどく嘆いた。

            　

            身に示し身代衣みのしろころもそれならであらぬ匂にほひをいかが重かさねむ

            （音羽山おとわやまの姫君や女三宮の形見の衣ではなく、どうして他の女の衣を上に着ることができようか）

            　

            「とにかくも、思い通りにならぬ宿世すくせだったということか」

            　権中納言は早くもつらく思いながら日々を過ごした。

            「女三宮を見初そめてから、もはや離れられない相手だと思っていることが中宮の耳に入っていたならば、ここまで強引な縁談を思い立つこともなかっただろうに」

            　もはや取り返しのつかない過去を何度も悔やみながら歌を詠んだ。

            　

            人知らぬ音羽おとはの山の山桜やまざくら心ひとつは慰めてまし

            （もし、行方不明の音羽山の姫君がいたなら、この苦しい思いも慰められただろう）


        
        
            第十章

            　

            　

            　権中納言ごんちゅうなごんは不愉快な思いを忘れるため、対屋たいのやの姫君のもとを訪れた。

            　御前ごぜんには女房たちもあまりおらず、姫君は物に寄り伏して、慰みに手習いをしていた。権中納言が御簾みすを引き被かぶって中を覗のぞくと、いつものように顔を少し赤らめながら、書いていた紙を硯すずりの下に隠した。喪中のため、身に着けているのは色合いのない襲かさねであったが、ひたすら優雅で愛らしい様は春や秋の花錦はなにしきも到底及ばなかった。

            　権中納言は、見知らぬ者が見ても涙が零こぼれるような姫君の姿をつくづくと見つめた。

            「きっと女三宮おんなさんのみやもこのように美しい容姿なのであろう」

            　やつれた身に藤衣ふじごろも（喪服）を纏まとった姿を慕わしく思い浮かべながら、姫君に声を掛けた。

            「このように顔を合わせる間柄となってからは、あなたのことを特別に思い、この上なく親しい妹だと思っています。わたし自身は喪中ではありませんが、日頃からいたわしく見える墨染めの色が、あなたとの間に心の隔てがあるような気がしてなりません」

            　

            限りありて二人は染めぬ色なれど心に深き墨染めの袖そで

            （世間の決まりで、あなたと同じ色の衣を着ることはできませんが、心の中で墨染めの衣を身に纏まとい、袖を涙で濡ぬらしています）

            　

            「見ず知らずの他人でさえ心配するのですから、まして実の兄であるわたしがむやみに心を動かされるのは当然のことです」

            　姫君が歌で答えた。

            　

            その色と分わく方かたもなき儚はかなさをいかに染めける涙なるらむ

            （誰の喪なのかも分からないような儚はかない身の上ですのに、どうしてあなたが涙で袖を濡ぬらすのですか）

            　

            　心中の思いが自然に口をついたのだろうか、儚はかなげにつぶやく様は今にも消えてしまいそうで、仮にここで姫君を見捨てて死のうとしても、逝くことは難しいと思われるほどであった。

            　権中納言には嘆きの理由が分からなかったが、あまりにも心に染みる姫君の様子に感動した。しかし、そうは言っても甲斐かいのない相手である。御前ごぜんの高欄こうらんにもたれ掛かりながら、桜の花がすっかり散る様をつくづくと眺める姫君は夕日に映はえ、この上なく美しい姿を眺めながら権中納言は歌を口ずさんだ。

            　

            雲居くもゐ吹く風の心に誘はれて思はぬ方かたに馴なるる花かな

            （空の彼方かなたから吹く風に誘われて、思わぬ方角に流れていく花であることだ）


        
        
            第十一章

            　

            　

            　三月十日の夕月夜ゆうづきよがほのかに霞かすみ渡り、寂しげな心尽くしの雲の様子に、権中納言ごんちゅうなごんはとりとめもなく物思いにふけりながら感じ入り、身動き一つできないでいた。長年、甲斐かいのない独り寝も当たり前になっているため、いまさら女四宮おんなよんのみやと寝屋ねやを共にするのも胸が痛く、流れる涙が止まらない。いつもの垣間見かいまみで心を慰めようと、女三宮おんなさんのみやのいる三条宮さんじょうのみやに忍び入った。

            　いつものように権中納言から不愉快な手引きを急せき立てられ、中納言の君はいっそう従う気が失うせた。

            「まったく気のない宮様に、そのような恨み言を伝えるのは無意味なことです」

            　ひどく警戒し、以前にも増して返事すらしない相手の態度に、権中納言は不満を抱いた。

            「それでしたら、今宵こよいを最後に女三宮への思いはきっぱりと諦めます。古歌で『ありしよりけにものぞ悲しき（昔よりも悲しくてつらいことだ）』と詠まれたように、わたしの心は悲しみに打ちひしがれています。たとえ我が身が亡きものになったとしても、人伝ひとづてではなく、直接会って気持ちを伝えたいのです。どうか見ていてください。女三宮には決して手を出しません。もし許可してもらえるのなら、御簾みすの外、簀子すのこの前の庭に立ち、空の月日に向かってこの悲しみを訴えたいのです。ただ、御帳みちょうのそばで、ほんの少しの間いることを許してくれませんか」

            　権中納言はむせび泣きながら取り乱した。

            　言い分はもっともで、この場合、どうすべきかと中納言の君は思案した。相手の話もほとんど耳に入らず、思い悩んでいるうちに月も沈もうとしていた。空が霞かすみ渡り、越路こしじに帰る雁かりのしみじみとした鳴き声に、中納言の君は歌を詠んだ。

            　

            今はとて雲路くもぢに帰かへる雁かりがねの何の行く手の遊すさびなるらむ

            （別れの挨拶を告げて雲の中へと帰って行く雁かりに、どうして行きがけの慰なぐさみ事が必要なのでしょうか）

            　

            「何とも厭いとわしい話です」

            　ため息をつく中納言の君に、権中納言は歌で返した。

            　

            一筋ひとすぢに思ふ越路こしぢに鳴く雁かりの道踏み惑まどふ空は虚そらかは

            （越路こしじをただ一筋に思って鳴く雁かりが、行き先に迷って困惑する気持ちが嘘うそであるはずがありません）

            　

            「あまりにひどい仕打ちではありませんか」

            　そう言って、権中納言はいつものように局つぼねに滑り入った。

            「みっともないことをして、人に知られたらどう思われるでしょう」

            　中納言の君は気の進まない逢瀬おうせの手引きをいつしか忘れ、以前にも増して思い乱れた。

            　

            　翌日の早朝、中納言の君のもとに後朝きぬぎぬの歌が届いた。

            　

            打ち解けて結ばぬ夢の儚はかなさに今朝けさしもものをまた思ふかな

            （打ち解けて契りを結ぶこともできなかった夢のような儚はかない逢瀬おうせを思い出し、今朝もまた物思いに沈んでいます）

            　

            　筆遣いや墨継すみつぎが見たことのない素晴らしさで、「これこそがこの世の思い出になるものだ」と中納言の君は感動した。

            　しかし、いつものように女三宮に宛てた手紙も添えられていた。

            　

            限りとて思ひなる世のつれなさやさらば誠の標しるべなるらむ

            （あなたのつれない態度に、これが現世の最後だと思わずにはいられません。それならばいっそのこと、わたしを仏道に導いてくれる師と仰ぎましょう）

            　

            「それでしたら、わたしも安心することができます」

            　文面を読んだ中納言の君は、いつにも増して胸がつぶれる思いで女三宮に手渡したが、やはりまったく気にも留とめなかった。

            　仏道修行ばかりに心をいれる女三宮は、今朝も早くから手水ちょうずで顔を清め、女房たちから離れた場所にいた。中納言の君はいい機会だと、権中納言の手紙に返事をするように急せかしたものの、顔を少し赤らめるばかりで何も言わなかった。黒い数珠じゅずに映はえた手つきは言うまでもなく、持っている経文きょうもんにまで光が移るように見え、その美しさに中納言の君はいっときも目が離せずにいた。


        
        
            第十二章

            　

            　

            　いつものように女三宮おんなさんのみやから返答は来なかったが、女四宮おんなよんのみやとの結婚が差し迫って諦め切れない権中納言ごんちゅうなごんは、再度、三条宮さんじょうのみやに立ち寄った。中納言の君は以前よりも従う素振そぶりを見せたが、権中納言と女三宮の前世の宿世すくせはそれだけ深かったのかもしれない。

            　権中納言が局つぼねに隠れていることに気づかないまま、若い女房がやって来て告げた。

            「三位さんみの君が昼の風邪がまだ治らず、伺候しこうできないそうです。代わりにすぐに参上してもらえませんか」

            　これを耳にした権中納言が再び急せき立てた。

            「何と嘆かわしい。このような絶好の機会があるというのに、どうしてあなたは手引きをしてくれないのですか」

            　度重なる説得に折れた中納言の君は、暁近くにそっと局つぼねを出ると、ただ夢の浮橋うきはしのように権中納言を御前ごぜんに導いた。

            　

            　正気を失った権中納言は、言葉を掛ける余裕もなく女三宮をかき抱いた。

            　女三宮は秋の野道の露つゆのように袖の涙が乾く間もなかった。とにかくも、どうしてこうなってしまったのかまったく分からず、心が浮き沈みして思い乱れる様はとても言葉では言い尽くせなかった。

            　

            　中納言の君は、ただ夢の中の夢の出来事のように思った。しばしば鳥の鳴き声が聞こえる上に、女房たちが近くで身じろぎする気配もするので、死んでしまいそうなほどに焦り、とにかくこの場からすぐに離れるようにと、権中納言の身体を揺すりながら必死に訴えた。

            　不本意ながら立ち去る権中納言の心境は言いようがなかった。

            　

            限かぎりありて命いのち絶たえずはいかがせん契ちぎらぬ暮くれの今日けふの思ひよ

            （このままあなたを思い悩んで死んでしまったら、どうしたらいいのでしょうか。今日の暮れの逢瀬おうせの約束がないことが、ひどくつらくてなりません）

            　

            　しかし、涙にむせ返る様子も、ただ厭いとわしく思う女三宮には何の甲斐かいもなく、夜が明け果てぬ前から思い乱れる権中納言の心の内は、本当に死んでしまいそうだった。


            

        
        
            第十三章

            　

            　

            　権中納言ごんちゅうなごんは次第に明けゆく空が面倒で、ひっそりと三条宮さんじょうのみやを後にした。だが、屋敷に戻って横になっても名残が尽きず、まどろむこともできなかった。

            「今となっては、ただ何もかも甲斐かいがなく、不本意な女四宮おんなよんのみやとの結婚に従わなければいけない我が身が悲しくてならない。この苦しい思いを慰める術すべはないが、だからといって道理に反することもできない。仮に密通以上の過ちを犯したとしても、破滅するような身分ではないとはいうものの、主上しゅじょうが決めたことに異を唱えたらきっと心外に思われるだろう。それに、中宮ちゅうぐうを幼少の頃から父上よりも頼りにし、恐れ多くも立派で比類ない方だと思っているのに、その心に背く人間だと思われるのは実に体裁が悪い。だが、同じ内親王ないしんのうとはいえ、女三宮おんなさんのみやほどの器量ではない女四宮を連れ合いにするのはとてもむなしい」

            　思い悩み続ける権中納言は正気を失い、気分が悪くなったが、後朝きぬぎぬの文を急いで書くことで心を慰めた。しかし、いつも以上にこまごまと書かれた内容であったため、女三宮が目を通すことはなかった。


        
        
            第十四章

            　

            　

            　中宮ちゅうぐうは婚儀の日取りを三月二十日と定めた。特に大げさにするつもりはないと言いながらも、調度品などを細かく指示していることを見聞きした権中納言ごんちゅうなごんは起き伏しもままならず、日が暮れると放心の体ていで三条宮さんじょうのみやに足を運んだ。だが、三位さんみの君は風邪が回復して常に御前ごぜんにいるため、中納言の君は取り次ぐこともできずに気を揉もんだ。

            　女三宮おんなさんのみやに拒まれ、夜な夜な三条宮の周辺をさまよい歩く権中納言は仮病とすることもできなかった。古歌で「行ゆきては帰る」と歌われたようにつらく苦しい思いに苛さいなまれ、気落ちしたまま出歩いたが、その甲斐かいもなくついに婚儀の前日になった。しかし、「もし姿を消したら世人よひとから愚かしい男だと笑われるだろう」と思うと身を隠すこともできず、茫然ぼうぜんとしたまま夜を明かした。

            「どうにかして、女四宮おんなよんのみやが急な病で倒れて欲しい」

            　無駄な願いもむなしく、屠所としょに引かれていく羊のような心境のまま、何の進展もなく日は暮れていく。

            　権中納言は徒労に帰すと分かっていながら、いつものように女三宮に手紙を送った。

            　

            いかなりし代々よよの契りぞ夢ながら我身わがみも我にあらずなりなば

            （このまま今のわたしではなくなってしまったら、夢のような逢瀬おうせを交わしたわたしたちは、いったいどのような宿世すくせだったというのでしょうか）

            　

            　恐らく女三宮の目に留とまったのだろう。同じ紙の上に歌が書き付けられているのに気づいた中納言の君が拾い、紙に包んで権中納言のもとに送られてきた。

            　

            憂うき夢も変はる契りもさまざまにいかに結びし代々よよのつらさぞ

            （あの者とのつらい夢のような契りも、他の方と結婚する宿縁しゅくえんも、どうしてこのようにつらい我が宿世すくせなのかと、さまざまに思い知らされています）

            　

            　権中納言は文ふみを胸に押し当て、涙をこらえることができなかった。

            　

            　耐え難くなった権中納言は、気分が悪くなったと言って寝込んでしまった。

            　突然のことに関白は慌てふためき、「このような場合は祈祷きとうが必要だ」と言いながら誦経ずきょうなどを行わせて取り乱した。北の方は心中で、「ひょっとして今回の結婚は息子の意にそぐわないのではないか」と気の毒に思ったがおくびにも出さず、ため息をつきながら小声でつぶやいた。

            「どうして今日に限って伏せっているのですか。とてもめでたいことなのに、そのように振る舞っていたら皆が悲しむではありませんか」

            　関白は「あまり外聞もよくないので、少しでも落ち着いたら参上しなさい」とだけ告げて、権中納言が寝込んだことを隠そうとした。しかし、人の口には戸が立てられないもので、見舞客が次々にやって来て屋敷は騒然となった。

            　このことを知った中宮は、「世の物笑いにされるのは困る」と嘆き、宮司みやづかさを関白のもとに遣わして、早急に参内さんだいするようにと急せき立てた。だが、権中納言は「どんなに言われても無理なものは無理です」と答えるばかりで、ひどく耐え難い様子で起き上がることもできない。関白と北の方はどうしたものかと困っているうちに、夜も明け方になってしまった。

            　

            　世の人々は、「権中納言の病は、女四宮との結婚から逃れたいという気持ちの表れなのだろう」と陰で噂うわさし合い、いつの間にか耳目を集めるようになってしまったため、関白は「とても困ったことになった」と嘆いた。

            　一方、中宮は今回の件をひどく不愉快に思っていた。

            「どうあっても、このままで済ますわけにはいかない。世間体も悪いではないか」

            　中宮は状況確認の使者をひっきりなしに関白邸に遣わした。

            　こうなってくると権中納言は屋敷の人々に目撃されるのも恐ろしく、女三宮のことを夢にも見ないように自制した。その代わり、尽きぬ思いを手紙に書き尽くしたのは想像に難くない。

            　

            消え返かへり耐たへぬ思ひに沈しづむとて身の世語よがたりになるぬべきかな

            （死ぬほどに思い詰めて消沈するわたしは、世間の語り草になってしまいそうです）

            　

            　しかし、女三宮は返事をするつもりがまったくないので、中納言の君は泣きながら訴えた。

            　権中納言は屋敷の中や姫君のいる対屋たいのやにも足を運ばず、沈んだ様子で寝込み続けた。心を慰める術すべのないまま塞ふさぎ込んだ末に、密ひそかに中納言の君を呼び寄せ、女三宮の様子を伝え聞いていつものように思いを馳はせて涙を流した。

            　

            （第二巻 了、第三巻に続く）
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